
本
が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
為
に
読

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
・

＃
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
私
に

は
言
い
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
、
非

常
に
重
大
な
こ
と
と
、
不
注
意
な
誤

卜
評
者
加
藤
哲
郎

政
治
学
の
理
論
世
界
は
、
』
↑
い
ま

「
国
家
論
の
復
権
」
の
さ
な
か
に
あ

り
と
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
具
体
的

に
書
↑
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
遠
慮
し

て
お
〃
、
。

吟
．
。
．
、
。

（
詳
者
は
経
済
学
老
）
．

（
三
省
堂
一
二
○
○
円
）

会
年
次
大
会
で
初
め
て
設
け
ら
れ
た

共
通
テ
ー
マ
も
「
国
家
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
八
一
年
ア
メ
リ
カ

政
治
学
会
大
会
で
の
Ｃ
・
リ
ン
ド
プ

ロ
ム
の
会
長
演
説
で
は
、
ア
メ
リ
カ

多
元
主
義
理
論
の
混
迷
に
比
し
て
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
理
論
の
最
近
の

発
展
」
が
言
及
さ
れ
た
が
蜂
と
の
ヨ

１
口
シ
バ
政
治
学
の
再
生
に
寄
与
し

た
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
ズ
」
と
し
悪
名
を

挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
Ｊ
↓
誌
パ
ー
マ

ス
、
Ｎ
・
プ
ー
ラ
ン
ツ
ア
ズ
、
Ｒ
・

ミ
ｗ
リ
パ
ン
ド
、
Ｃ
ゞ
・
オ
ツ
フ
ニ
》
、
Ｊ

・
オ
コ
ン
ナ
ー
ら
西
欧
「
マ
ル
ク
ス

主
義
国
家
論
ル
ネ
｜
議
畢
寒
瑳
を
主
導

-
砧

Ｊ

弄

亘

釦

昨

”
．

“
戸

-
ご

・

-
雌

貼

串

｝

“
凹

凸

宮

し
た
ネ
オ
・
マ
ル
牟
蕊
恥
た
ち
で
あ

っ
た
。
政
澄
過
程
論
壷
凌
治
行
動
論

が
支
配
的
で
久
し
く
急
国
家
論
な
き

政
治
学
」
と
姪
溢
私
謹
ぎ
だ
ア
メ
リ

力
政
治
学
に
舞
い
藷
謎
へ
一
富
家
論
の

今
、
我
々
は
Ｉ
Ｃ
や
豆
韮
コ
ン
を
応
用
し
た
急

速
な
科
学
技
術
革
義
切
渦
の
中
に
い
る
。
す
で 重

要
性
と
七
○
年
代
「
マ
ル
ク
ス
主

義
国
家
論
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
衝
撃
が

認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

田
口
富
久
治
氏
の
新
著
『
現
代
資

本
主
義
国
家
』
は
、
ミ
リ
パ
ン
ド
ｉ

プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
論
争
に
は
じ
ま
る

「
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
ル
ネ
サ
ン

ス
」
に
い
ち
早
く
注
目
し
わ
が
国
に

紹
介
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
「
七
○

年
以
降
の
研
究
の
一
応
の
総
決
算
」

〕
で
あ
る
。
前
著
『
マ
ル
ク
ス
主
義
国

家
論
の
新
展
開
』
（
青
木
書
店
、
七

》
九
年
）
は
各
国
理
論
動
向
の
紹
介
が

中
心
で
あ
っ
た
が
、
本
書
で
は
、
第

・
’一
部
「
理
論
」
で
マ
ー
ル
ク
ス
、
エ
シ

・
・
い
■

ゲ
ル
ス
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
理
論
史

的
整
理
と
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
評
価

が
お
こ
な
わ
れ
、
第
二
部
「
現
状
分

｝
析
」
で
は
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
か
ら
獲

得
し
た
新
し
い
視
角
に
よ
る
著
者
自

謹
毒
塞
践
罐
琴
秘
だ
。
技
術
は
ど
こ
ま
で
進
み
、

寺
八
瀞
鐙
雲
織
唾
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
よ
う

-△
亘
 

亘
 

・
王
目
一
--可
・
が
宮
．
』
ご
夕
銘
一
子
↑
．
ｑ
・
〃
｛
、
い
 

-
宮

誌
扉
一
選
お
宅
譲
る
の
か
？
．
 
Ｃ
定
価
１
１
Ｑ
０
円

た
ぐ
ち
 
ふ
く
じ
一
九
三
一
年
秋

田
県
生
ま
れ
ｐ
東
大
法
学
部
卒
。
名
古

屋
大
学
法
学
部
教
授
・
法
学
博
士
。
箸

書
に
『
社
会
集
団
の
政
治
撲
能
』
な
ど
。

ロ

ｂ

■
ｅ

Ｇ

寺
ａ

子

①

Ｊ

■

、

■

Ｇ

や

■

■

①

●

■

凸

甲

■

も

Ｌ

つ

巳

■

今

。

■

ｂ

-
巳

●

■

。

？
ｑ

④

争

い

Ｂ

ひ

で

子

●

Ｇ

◆

巳

乃

●

■

■

●

や

身
の
先
進
資
本
主
義
国
家
像
が
示
さ

れ
て
い
る
。

本
書
を
貫
く
も
の
は
、
国
家
を

、
、
、
．
Ｅ
・
、
．
。

「
住
民
か
ら
疎
外
さ
れ
た
特
殊
な
公

的
強
力
」
と
み
る
一
種
の
疎
外
国
家

論
で
あ
る
。
著
者
は
第
一
部
で
マ
ル

ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
内
乱
』

の
核
心
を
「
人
民
大
衆
に
よ
っ
て
構

領
さ
れ
、
人
民
大
衆
の
敵
に
よ
っ
て

人
民
大
衆
を
抑
圧
す
る
た
め
に
行
使

さ
れ
て
き
た
社
会
の
人
為
的
な
強
力

（
人
民
大
衆
に
対
立
し
人
民
大
衆
主

押
え
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
人
民
大

衆
自
身
の
強
力
ご
と
す
る
国
家
権
力

観
と
し
て
抽
出
し
、
こ
れ
に
対
置
き

れ
た
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
意
義
か

■
下
田
博
次
の
好
評
既
刊
“汕
隼
一
・
紺
：

へ
０
口
０
０
０
’０
口
-
-
ｉ
ｌ
報

釘
唖
守
’’８
Ⅳ
-
６
斗
１
・
●
．
Ｕ
″
一

通
信
革
命
と

電
電
公
社

国
民
の
通
信
路
を
守
り
奇
認
信
一
￥

革
命
酉
の
族
手
を
自
認
壷
垂
電
一
一

電
公
社
が
果
た
す
べ
￥
壱
真
淘
織
》

割
は
？
 
巨
大
企
業
の
現
職
鱈
〈

疎
外
国
家
論
貫
く

ゑ
つ
い
最
近
刊
行
さ
れ
た
日
本
政

治
学
会
年
報
八
一
年
版
は
『
現
代
国

家
の
位
相
と
理
論
』
（
岩
波
書
店
）

で
あ
り
、
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
政
治
学

下
田
博
次

★
知
能
溌
滅
新
時
代
の
現
場
か
ら

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
連
載
“

謹
一
“
琴
騨
需
漿
蓉

・
・
・
…
．
・
・
１
．
４
１
．
、
、
“＃
．
畠
一
；
〆
「
一
二
-
正
、
、
皇
剴
加
に
お
一
気
ら
れ
ざ
る
人
』
で
あ
る
．
と
の
Ｆ
・
、
↓
二

、
●
守
-》
“

Ｉ
-
坤
咄
４
。 送料

；

厨燕認ヨ 語吾五 天 ̅ ̅ 毒 ガ ≦ 便 て横一一ル家公

モ コ ン 雲 ス ト '82 . 12 . 7

鎌
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琴

湿

鈎

郡

群
蓮
篭
一
・
一
二
笠
言
》
零
溌
一
《
一
》
・

無
把
鍾
誕
不
可
欠
な
視
座
で
あ
ろ
う
。

環
実
的
分
析
に
も
新
視
角

調
-』
無
論
へ
資
本
主
義
国
家
の
現
実
的
ゞ

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
疎
外
国
家
論

的
．
般
的
本
質
規
定
」
に
留
ま
ら

ず
、
「
よ
り
具
体
的
な
階
級
的
本
質

規
定
」
Ｉ
階
級
国
家
論
的
視
角
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
で
も

著
者
は
、
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の

「
道
具
主
義
的
ア
●
ブ
ロ
ー
チ
」
に
は

-
亜

く
み
せ
ず
、
グ
１
-フ
ン
ッ
ァ
ス
ら
の

「
政
治
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

Ｊ
・
ヒ
ル
《
シ
ュ
ら
の
「
政
治
経
済
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
統
合
し
た
「
資

本
の
蓄
積
過
程
Ｉ
階
級
闘
争
Ｉ
国
家

の
構
造
と
機
能
（
政
策
）
の
相
互
連

関
」
の
視
角
を
提
唱
す
る
。

た
だ
し
ポ
ス
ト
ｄ
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ

ズ
段
階
で
Ｂ
・
ジ
ェ
ソ
ッ
プ
ら
の
提

起
す
る
非
階
級
的
・
非
経
済
的
「
人

民
民
主
主
義
闘
争
」
に
つ
い
て
の
著

者
の
立
場
は
、
本
書
の
限
り
で
は
必

ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
そ
の
具
体

的
分
析
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ミ
イ
タ
リ
ァ
、

そ
し
て
わ
が
国
の
国
家
構
造
、
政
治

過
程
、
行
政
過
程
、
階
級
闘
争
、
国

家
危
機
の
比
較
政
治
学
的
解
析
Ｉ

先
進
資
本
主
義
国
家
Ｉ
介
入
主
義
国

家
の
類
的
特
質
ど
各
国
１
種
差
性
の
一

析
出
ト
ー
と
唾
で
論
述
さ
れ
る
。
｜
ゞ

今
日
の
国
家
危
機
の
展
開
方
向
と
ゞ

し
て
、
著
者
は
プ
ー
ラ
ン
ッ
ァ
ス
の

「
権
威
主
義
的
国
家
主
義
」
遙
ウ
ル

フ
ら
の
「
承
示
。
￥
コ
ー
ポ
ラ
デ
イ
ズ

ム
」
に
注
目
し
て
い
る
が
、
前
者
に

▲
４

ｆ
■

つ
い
て
は
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
期

フ
ラ
ン
ス
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
点
に
、
後
者
に
つ
い
て

は
労
働
組
合
運
動
の
体
制
内
化
の
度

合
い
（
わ
が
国
の
場
合
は
企
業
内
で

の
実
質
的
統
谷
巳
と
関
わ
る
点
に
注

意
を
喚
起
し
て
い
る
。

本
書
の
刊
行
は
、
「
マ
ル
ク
ス
主

義
国
家
論
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
現
状
分

析
段
階
へ
の
移
行
ｉ
具
体
化
が
わ
が

国
で
も
開
始
さ
れ
た
（
日
本
政
治
分

析
へ
の
批
判
的
適
用
ｉ
土
着
化
を
含

む
）
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
「
人
民
大
衆
」
の
側
か
ら
の

変
革
方
向
を
も
「
合
意
に
よ
る
革

命
」
と
し
て
示
唆
し
て
い
る
が
、
と

の
点
は
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
『
多
元

的
社
会
主
義
の
政
治
像
』
（
青
木
書

店
）
で
「
前
衛
党
」
組
織
論
や
「
現

存
す
る
社
会
主
義
」
批
判
に
視
野
を

広
げ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
評
者
は
一
橋
大
学
助
教
授
）

（
御
茶
の
水
書
房
 
二
八
○
○
円
）

ゞ
経
済
見
通
し

Ｉ
そ
の
予
測
方
法
の
理
論
と

実
際
（
宮
島
壮
太
編
著
）

新
Ｓ
Ｎ
Ａ
登
場
か
ら
四
年
経
つ

が
勺
本
書
は
現
在
の
経
済
政
策
の

基
本
的
態
度
を
決
め
る
う
え
で
重

要
な
、
経
済
見
通
し
の
作
り
方
を

や
さ
し
く
解
説
し
て
い
る
。

経
企
庁
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
執
筆

だ
け
に
、
内
容
は
要
領
よ
く
、
問

題
の
所
在
の
指
摘
も
的
確
と
い
え

る
。
経
済
見
通
し
に
は
、
時
の
政

府
の
政
策
意
図
が
加
味
さ
れ
る

が
や
同
時
に
経
済
実
勢
と
離
れ
て

存
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
最
近

は
、
米
国
の
政
策
態
度
が
日
本
経

済
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
り
や
見
通
し

と
結
果
の
乖
離
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
も
経
済
見
通

し
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
 
二
○

○
○
円
）

ド
イ
ツ
民
俗
紀
行

￥
（
坂
井
 
洲
二
箸
）

ド
イ
ツ
文
化
の
研
究
は
日
本
で

も
こ
れ
ま
で
に
か
な
り
高
水
準
の

蓄
積
が
で
き
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ

人
の
庶
民
生
活
や
農
村
の
暮
ら
し

ぶ
り
と
な
る
と
紹
介
も
研
究
も
ま

だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
。
ゞ
著
者
は
西
ド
イ
ツ
の
民
俗
学

に
学
び
、
現
地
で
生
活
し
、
実
地

一
・
｝
・
準
一
．
、
-
．
・
’一
・
．
一
・
-
・
・
計
必
一
・
封
今
・
》
・
一
-
・
皿
．
》
｝
一
・
一
・
一
や
一
-
一
￥
一
一
》
一
一
一
《
》
｝
一
戸
一
一
一
毒
牙
一
言
一
一
｝
酉
一
一
・
甥
》
王

よ
Ｐ
ｑ
｜
』

調
寄
行
い
雫
ぞ
農
果
苓
ど

に
西
ド
イ
ツ
の
都
市
宅
農
村
で
の

庶
民
生
活
を
生
き
生
き
と
描
き
出

し
て
い
る
・
対
象
も
、
家
族
戸
宗

教
、
住
宅
句
上
下
水
道
、
防
火
対

策
へ
山
村
の
変
化
な
ど
と
多
様
な

項
目
を
取
り
上
げ
分
析
し
て
い
る

が
、
学
術
書
的
な
堅
苦
し
さ
は
な

く
、
読
み
や
す
い
、
す
ぐ
れ
た
ド

イ
ツ
文
化
論
に
な
っ
て
い
る
。-》

（
法
政
大
学
出
版
局
》

““：
二
二
○
○
円
）

聞
き
書
き
徳
川
慶
喜
残
照

：
．
（
遠
藤
ぷ
幸
威
著
）

本
書
は
大
政
奉
還
後
、
静
岡
に

隠
遁
し
、
老
年
に
至
っ
て
か
ら
東

京
に
移
り
住
ん
だ
一
五
代
将
軍
、

徳
川
慶
喜
の
日
常
生
活
の
点
描
で

あ
る
。
希
代
の
逸
材
と
期
待
さ
れ

た
慶
喜
は
、
幕
府
倒
壊
を
防
ぎ
え

ず
、
若
く
し
て
政
界
を
退
い
て
か

ら
は
趣
味
に
明
け
暮
れ
た
ｐ
-

新
し
い
も
の
に
異
常
な
興
味
を

示
し
、
自
ら
手
を
染
め
ず
に
は
お

か
な
い
慶
喜
の
性
格
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い

る
。
ま
た
、
幼
児
の
時
か
ら
の
宰

相
教
育
に
よ
り
、
公
の
場
で
の
威

厳
と
用
心
深
さ
に
ま
つ
わ
る
逸
話

も
数
多
い
。
た
だ
側
仕
え
の
女
性

か
ら
の
聞
き
書
き
だ
け
に
全
体
的

な
ま
と
ま
り
を
欠
く
。

（
朝
日
新
聞
社
一
四
○
○
円
）

『
ご
弓
竺

三
廷

》
》
己

亘
』
、

成
立
す
る

》

｛

放
の
政
講
》
…

海
ご
画
視
角
か
ら
、
レ
ー
ニ
ン
『
国

家
と
革
命
』
で
の
一
「
民
主
共
和
制
」

設
叫
一
口
 
宮
イ
ワ
冒
冒

評
価
の
問
題
点
や
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」

》
に
お
け
る
Ａ
・
ウ
ル
フ
の
「
疎
外
さ

れ
た
政
治
」
論
の
積
極
的
意
味
が
論

じ
ら
れ
、
第
二
部
で
も
公
務
労
働
、

公
共
事
務
、
民
主
的
行
政
改
革
等
を

“「
現
代
資
本
主
義
国
家
が
、
そ
の
人

的
・
物
的
活
動
手
段
を
圧
倒
的
に
人

民
大
衆
に
依
拠
し
な
が
ら
、
そ
こ
か

ら
抽
出
し
た
力
を
、
少
数
の
金
融
寡

頭
制
へ
の
奉
仕
と
、
人
民
の
抑
圧
の

た
め
に
使
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

人
民
大
衆
の
反
独
占
、
↓
『
国
民
の
た

め
の
行
政
』
と
い
う
要
求
は
、
何
人

も
否
定
し
え
な
い
民
主
主
義
的
正
統

一
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
し
、
｜
・
霞
た
こ
の

要
求
は
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
『
横
領

さ
れ
た
自
ら
の
力
』
を
奪
い
返
し
、

ぞ
れ
を
人
民
自
ら
が
『
再
吸
収
』
し
て

社
会
的
自
治
を
確
立
し
て
い
く
と
い

う
展
望
Ｉ
国
家
死
滅
の
展
望
を
ほ
ら

む
」
と
い
う
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
中

に
位
置
づ
け
る
。
今
日
の
臨
調
行
革

論
議
に
お
い
て
も
、
問
題
の
原
理
的

雪
雲
鐵
篭
潮
綱
蝉
摺
趨
翠
翔
鋸
藷
搦
蝿
鐙
型
鐙
鵠
詞
翌
瑠
嶺
銅
噌

蕊蕊蕊灘羅騨蕊蕊

蕊

再 民 と

蕊謹
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